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　令和元年５月 25 日、日南町総合文化センターにて第 56 回通常総代会を開催しました。お忙しい中、総
代の皆様にはご出席いただきありがとうございました。来賓に鳥取県議会議員　内田博長氏、日南町副町
長　丸山悟氏、日南町議会議長　山本芳昭氏、鳥取県森林組合連合会代表理事会長　前田幸己氏、鳥取
県西部総合事務所日野振興センター所長　越智浩明氏、鳥取県西部総合事務所日野振興センター日野振興
局農林業振興課普及主幹　衣笠尚義氏にご臨席いただきました。
　議長に日野上地区の青葉誠也氏を選任し、総代数199名中、実出席総代者93名、委任状提出者13名、
書面議決数 34 名の計 140 名の総代により審議され、第１号議案から第７号議案及び付帯決議が原案どお
り承認可決されました。

第56回通常総代会開催報告
施業集約による効率的な間伐
4社合弁日南大建株式会社を設立
活動報告
理事会開催報告

P2

P4

P5

P6

P7

P7

P7

P8

P8

P9

P10

令和元年度補助金
取扱手数料及び精算時期について
原木取扱量
日南町の林業を支える人々
平成30年度森林施業プランナー認定
日南町森林組合組織図
お知らせ
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提
出
議
案

第
１
号
議
案　

日
南
大
建
株
式
会
社
へ
の
出
資
金
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照

　
　
　
　
　
　

表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

　
　
　
　
　
　

注
記
表
、
付
属
明
細
書
の
承
認
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て

第
３
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い

　
　
　
　
　
　

て

第
４
号
議
案　

役
員
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
額
の
最

　
　
　
　
　
　

高
限
度
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て

平
成
30
年
度　

事
業
報
告

指
導
部
門

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
発
信
や
森
林
整
備

　

相
談
員
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
組
合
員
サ
ー
ビ

　

ス
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

■
組
合
事
業
や
集
約
化
等
に
つ
い
て
、
理
解
と
協
力

　

を
求
め
る
た
め
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
労
務
改
善
、
安
全
衛
生
対
策
の
た
め
、
安
全
大
会

　
・
安
全
会
議
・
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
日
南
町
林
業
ま
つ
り
の
開
催
に
協
力
、
支
援
を

　

行
い
ま
し
た
。

販
売
部
門

■
㈱
オ
ロ
チ
、
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
と

連
携
を
図
り
、
製
材
品
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
等
の
販
売

に
努
め
ま
し
た
。

■
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
等
と
協
力

し
、
森
林
組
合
集
積
場
等
へ
の
木
材
集
積
に

努
め
ま
し
た
。

■
森
林
組
合
集
積
場
の
荷
受
け
、
選
木
、
販
売

シ
ス
テ
ム
体
制
を
整
備
し
、
木
材
の
安
定
供

給
と
販
売
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

森
林
整
備
部
門

■
日
南
町
・
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
・
米
子
市
行

造
林
・
境
港
市
造
林
等
の
森
林
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
受
託
造
林
事
業
、

特
に
搬
出
間
伐
を
中
心
に
森
林
整
備
に
努
め

ま
し
た
。

■
林
業
専
用
道
の
開
設
に
努
め
ま
し
た
。

平成30年度　損益計算書

平成30年度　貸借対照表

事 業 総 利 益 ③=①-②
事 業 管 理 費 ④

単位：千円(千円未満切捨て)

科　　　　目 金    額

事 業 総 利 益
事 業 総 収 益 ①
事 業 総 費 用 ②

事 業 外 損 益 ⑧=⑥-⑦
経 常 利 益 ⑨=⑤+⑧

事 業 利 益 ⑤=③-④

事 業 外 損 益
事 業 外 収 益 ⑥
事 業 外 費 用 ⑦

税 引 前 当 期 純 利 益 ⑬=⑨+⑫
法 人 税 及 び 住 民 税 ⑭

特 別 損 益
特 別 利 益 ⑩
特 別 損 失 ⑪
特 別 損 益 ⑫=⑩-⑪ △ 

当 期 未 処 分 剰 余 金 ⑰=⑮+⑯

平成30年度　剰余金処分案 単位：千円(千円未満切捨て)

科　　目 小　　計 合　　計

当 期 剰 余 金 ⑮=⑬-⑭
前 期 繰 越 剰 余 金 ⑯

別 途 積 立 金
次 期 繰 越 剰 余 金

単位：千円(千円未満切捨て)

科　　　目 金　　額

当 期 未 処 分 剰 余 金
剰 余 金 処 分 額
法 定 準 備 金

無 形 固 定 資 産 合 計
外 部 出 資 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

そ の 他 の 固 定 資 産 計

資 産 の 部

流 動 資 産 合 計

負 債 合 計

負 債 の 部
流 動 負 債 合 計
固 定 負 債 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

純 資 産 の 部
組 合 員 資 本 合 計
純 資 産 合 計

(小数点以下切捨て)

 森林経営計画の作成状況

 保育
 除間伐
 搬出間伐

 施行集約化実施面積
 搬出材積
 新植

 森林作業道
 林道専用道

加工
千円

森林整備
千円

利用 千円

購買 千円
指導 千円

販売 千円

平成30年度 事業実績
事業別収益（9億2,147万円）

加工 森林整備 利用 購買 指導 販売

第
56
回
通
常
総
代
会
開
催
報
告
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平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）　

事
業
計
画

指
導
部
門

■
組
合
員
の
意
向
調
査
の
結
果
を
基
に
、
組
合
の
利

用
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
皆
伐
・
再
造
林
施
業
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
を

確
立
し
ま
す
。
植
林
後
の
保
育
費
用
の
一
部
を
森

林
組
合
が
負
担
し
て
い
き
ま
す
。

■
今
後
需
要
増
加
が
想
定
さ
れ
る
苗
木
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
苗
木
生
産
事
業
化
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

■
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
発
電
設
備
、
熱
利
用
設
備
の
導
入
に
係
る
検

討
を
お
こ
な
い
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

■
組
合
情
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。

販
売
部
門

■
選
木
機
の
効
率
的
な
稼
働
に
よ
り
木
材
集
積
場
の

体
制
を
充
実
さ
せ
、
木
材
の
安
定
供
給
、
販
売
網

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

■
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ

り
、
木
材
生
産
体
制
も
充
実
・
強
化
を
図
り
、
木

材
生
産
量
の
増
加
と
安
全
な
施
業
体
制
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

森
林
整
備
部
門

■
森
林
経
営
計
画
を
基
に
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
や
地
上

　

レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
施
業
地

の
集
約
化
を
進
め
確
実
な
実
行
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

■
リ
ー
ス
支
援
事
業
等
を
取
り
組
む
事
に
よ
り
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
図
り
、
木
材
生
産
シ

ス
テ
ム
の
効
率
化
を
進
め
森
林
整
備
促
進
に
努

め
ま
す
。

■
各
種
造
林
補
助
事
業
を
活
用
し
、
新
植
・
保
育
・

　

除
間
伐
等
の
適
切
な
施
業
に
努
め
ま
す
。

■
林
業
専
用
道
、
森
林
作
業
道
等
、
道
路
網
の
開

設
整
備
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
林
業
資
材
・
機
械
器
具
・
地
域
に
適
し
た
優
良

苗
木
の
斡
旋
に
努
め
ま
す
。

単位：千円
科　　　　目 金    額

事 業 総 利 益
事 業 総 収 益 ①

平成31年度(令和元年度)　損益計画

事 業 総 利 益 ③=①-②
事 業 管 理 費 ④

事 業 総 費 用 ②

⑥
事 業 外 費 用 ⑦

事 業 利 益 ⑤=③-④

事 業 外 損 益
事 業 外 収 益

法 人 税 及 び 住 民 税 ⑪
当 期 剰 余 金 ⑫=⑩-⑪

税 引 前 当 期 純 利 益 ⑩

事 業 外 損 益 ⑧=⑥-⑦
経 常 利 益 ⑨=⑤+⑧

前 期 繰 越 剰 余 金 ⑬
当 期 未 処 分 剰 余 金 ⑰=⑮+⑯

加工
千円

森林整備
千円

利用 千円

購買 千円 指導 千円

販売 千円

令和元年度 事業計画
事業別収益（7億1,980万5千円）

加工 森林整備 利用 購買 指導 販売
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■
複
数
の
森
林
を
と
り
ま
と
め
、
広
範
囲
に
森
林
整

　

備
を
行
う
こ
と

■
所
有
者
の
同
意
を
得
て
森
林
を
集
約
化
す
る
こ
と

　

で
、
効
率
的
な
作
業
路
網
が
開
設
で
き
、
機
械
化

　

が
促
進
さ
れ
生
産
性
向
上
及
び
低
コ
ス
ト
で
の
施

　

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

搬
出
間
伐
と
は
…

　

間
伐
し
た
材
を
山
か
ら
出
し
て
、
森
林
組
合
や
木

材
市
場
へ
出
荷
す
る
こ
と

　

条
件
に
よ
っ
て
は
木
の
販
売
代
金
か
ら
伐
採
、
搬

出
に
か
か
る
一
切
の
経
費
を
差
し
引
い
て
も
木
の
販

売
代
金
が
残
り
、
支
払
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

①
間
伐
補
助
金

②
間
伐
材
搬
出
（
持
出
補
助
金
）

２
つ
の
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
、
高
性
能
林
業
機
械
等
を
導
入
し
搬
出
の
基

幹
と
な
る
ト
ラ
ッ
ク
が
入
る
林
業
専
用
道
、
作
業
道

を
開
設
し
、
作
業
能
率
を
向
上
さ
せ
、
経
費
低
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

※
手
入
れ
の
状
況
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
杉
は
お

お
む
ね
30
年
〜
35
年
以
上
、
桧
は
35
年
〜
40
年
以
上

の
林
齢
に
な
ら
な
い
と
採
算
ラ
イ
ン
に
の
ら
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

※林野庁HPより

説明会開催の様子

現地確認（境界などの確認）

集約化をしない間伐のイメージ 集約化をした間伐のイメージ

・路網は個人毎に作設 ・地区全体を考慮した適切な路網作設
・路網のない箇所では切捨て間伐 ・地区全体での搬出間伐の実施
・間伐実施時期が分散し、機械化も
　進まず非効率な作業　

・間伐実施時期を揃えた効率的な作業　

森林施業のご提案 → 集約化

高性能林業機械を使用した施業の実施

丸丸
精算
太太のの売売上上代代金金、、作作業業費費ののおお支支払払いい

国国やや県県、、町町のの検検査査をを行行いい補補助助金金のの支支払払

施
業
集
約
に
よ
る
効
率
的
な
間
伐
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平
成
31
年
３
月
に
、
大
建
工
業
株
式
会
社
、
日
南
町
森

林
組
合
、
株
式
会
社
オ
ロ
チ
、
越
井
木
材
工
業
株
式
会
社

の
４
社
合
弁
で
、Ｌ
Ｖ
Ｌ（
単
板
積
層
材
）
に
用
い
る
単
板

の
防
腐
・
防
蟻
処
理
な
ど
を
手
掛
け
る
加
工
会
社　

日
南

大
建
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

日
南
大
建
株
式
会
社
で
は
、
株
式
会
社
オ
ロ
チ
が
製
造

す
る
Ｌ
Ｖ
Ｌ
を
高
付
価
値
化
す
る
た
め
の
単
板
加
工
処
理

事
業
を
手
掛
け
ま
す
。
日
南
町
に
お
け
る
『
木
材
総
合
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
』
推
進
を
背
景
と
し
た
事
業
の
一
環
で
あ

り
、
日
南
町
森
林
資
源
の
利
用
促
進
、
林
業
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
27
日
に
、
鳥
取
県
知
事
公
邸
に
て
協
定

書
の
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
南
大
建
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
今
回
の
支
援
協
定

の
締
結
を
受
け
、
新
工
場
の
建
設
及
び
操
業
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
鳥
取
県
企
業
立
地
等
事
業
助
成
条
例
に
基

づ
く
助
成
金
の
交
付
や
、
日
南
町
起
業
立
地
奨
励
金
に
基

づ
く
固
定
資
産
税
の
免
除
な
ど
、
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

写真左より、
中村英明日南町長、松本義勝越井木材工業常務取締役、森英樹オロチ代表取締役、
平田広志日南町森林組合長、億田正則大建工業社長、平井伸治鳥取県知事

⑴日南大建株式会社は、日南町に工場を設立する
⑵鳥取県及び日南町は、工場の設置及び円滑な操業に協力する
⑶日南大建株式会社は、公害の発生防止と周辺環境の
　保全に努める
⑷日南大建株式会社は、従業員の採用に関し、鳥取県内在住者
及び鳥取県内IJUターン者の積極的な採用に努める
⑸鳥取県及び日南町は、事業者の人材確保に協力する
⑹日南大建株式会社は、鳥取県内企業と積極的な取引に努める
⑺鳥取県及び日南町は、工場設置に対し、助成金の交付や
　固定資産税の免除を通じて支援を行う

【協定書概要】

合弁会社の概要 参考情報

／
／
／
／

社 長 ：

代 表 者 代表取締役　福知　義久
資 本 金 ：
従 業 員 数 ：

名 称 日南大建株式会社

大建工業株式会社

本社所在地：
事 業 内 容 ：

所 在 地 鳥取県日野郡日南町下石見1829-103
設 立 ：

事 業 内 容 防腐防蟻LVL用単板加工

株式会社オロチ

所 在 地 ：
事 業 内 容 ：

資 本 金 30百万円
設 立 ：
社 長 ：

設 立 年 月 日

製造(単板含浸)、販売 事 業 内 容 ：
日南町森林組合 原木調達

平成31年3月18日
資 本 金 ：
従 業 員 数 ：

大建工業株式会社 事業主体、販売

越井木材工業株式会社

本社所在地：
株式会社オロチ

資 本 金 ：
従 業 員 数 ：

越井木材工業株式会社 技術指導、販売

設 立 ：
社 長 ：

出 資 比 率 と 役 割

大阪市北区中之島3-2-4
繊維板、各種建材の製造・加工及び販売

億田　正則
153億円
3,073名（連結）
鳥取県日野郡日南町下石見1829-103
LVL製造・販売
2006年１月12日（工場操業：2008年４月）
森　英樹
94百万円
75名
大阪市住之江区平林北1-2-158
木材の防腐防蟻・防虫処理、木材の不燃・防火処理
木材の寸法安定処理、木材の熱処理、木製サッシの製造・販売
アカシア集成材床板、木材の接着（パネル・合板）
分譲住宅の販売、アカシア・ハイブリッド植林事業

越井　潤
300百万円
282名

1945年9月26日

1948年6月11日

４
社
合
弁 

日
南
大
建
株
式
会
社
を
設
立

鳥
取
県
及
び
日
南
町
と
日
南
大
建
株
式
会
社
の

　
　

事
業
開
始
に
係
る
支
援
協
定
を
締
結
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日
南
町
森
林
組
合
事
業
説
明
会
・
座
談
会
開
催

　

日
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
昼
の
部
、
夜

の
部
の
2
回
、
間
伐
等
の
事
業
説
明
会
・
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
開
校
と

運
営
協
力
に
関
す
る
覚
書
調
印
式

　

平
成
31
年
4
月
に
開
校
し
た
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
第
一
期
生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
に
先
立
ち
、
運
営
協
力
に
関
す
る
調

印
式
が
行
わ
れ
、
当
組
合
も
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

構
成
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
鳥
取
県
美
し
い
も
り
づ
く
り

功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

　
『
森
林
の
造
成
及
び
保
全
活
動
』
部
門
で
森
林

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
等
、
先
進
的
な
取
り
組

み
を
実
施
し
、
長
年
に
わ
た
る
森
林
の
造
成
や
保

全
活
動
等
、
地
域
林
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
点
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
、
道
の
駅

『
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
』
に
続
い
て
県
内
2
例

目
、
３
例
目
の
認
証
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
の
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
林
よ
り
搬
出
し
㈱
オ
ロ
チ
、
㈱
ウ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
で
加
工
し
た
製
品
を
使

用
し
た
建
物
で
す
。

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
施
設
誕
生

■
平
成
31
年
1
月
18
日
に
日
南
町
体
育
館
が
完

成
し
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
31
年
3
月
28
日
に
遊
邑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

構
成
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合　

安
全
衛
生
大
会

　
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ス
ク
洗
い
出
し
、
リ
ス
ク
低
減
策
を
考
え
ま
し

た
。
健
康
づ
く
り
講
習
で
は
Ｆ
ｉ
ｔ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｊ

ａ
ー
ん
ぐ
る
（
鳥
取
市
）
の
五
百
川
典
子
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合
立
て
看
板
贈
呈
式

　

日
南
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
ッ

サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
』
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
立
て
看
板

を
、
杠
一
司
氏
（
上
萩
山
）
よ
り
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
ー
ｖ
ｅ
ｒ
売
買
契
約

■
平
成
30
年
12
月
21

日
に
岡
三
リ
ビ
ッ

ク
㈱
様
に
、
30
ト

ン
ご
購
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
平
成
31
年
1
月
9

日
に
㈲
今
松
工
務

店
様
に
５
ト
ン
、

㈲
近
藤
板
金
工
作

所
様
に
５
ト
ン
ご

購
入
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
　

■
令
和
元
年
5
月
1
日
に
㈲
前
田
石
油
店
様
に
、

５
ト
ン
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活　動　報　告
4/23 3/134/3

5/20 5/11
み
を
実
施
し
、
長
年
に
わ
た
る
森
林
の
造
成
や
保

全
活
動
等
、
地
域
林
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
点
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合
立
て
看
板
贈
呈
式

み
を
実
施
し
、
長
年
に
わ
た
る
森
林
の
造
成
や
保

全
活
動
等
、
地
域
林
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
点
が

日
南
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
ッ

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
施
設
誕
生

■
平
成
31
年
1
月
18
日
に
日
南
町
体
育
館
が
完

成
し
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
31
年
3
月
28
日
に
遊
邑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

日
南
町
森
林
組
合
立
て
看
板
贈
呈
式

日
南
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
ッ

サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
』
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
立
て
看
板

を
、
杠
一
司
氏
（
上
萩
山
）
よ
り
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合
立
て
看
板
贈
呈
式

日
南
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
ッ

日
南
町
森
林
組
合
立
て
看
板
贈
呈
式

日
南
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
ッ

岡三リビック株式会社様
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平
成
30
年
度　

第
７
回
理
事
会
（
平
成
31
年
２
月
27
日
）

協
議
事
項

　

・
平
成
30
年
度
１
月
末
仮
決
算
並
び
に
期
末
見
込

　
　

み
に
つ
い
て

　

・
固
定
資
産
の
廃
棄
に
つ
い
て

　

・
合
弁
会
社
設
立
に
つ
い
て

　

・
苗
木
生
産
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

平
成
30
年
度　

第
８
回
理
事
会
（
平
成
31
年
３
月
14
日
）

協
議
事
項

　

・
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

　

・
作
業
員
の
雇
用
体
制
に
つ
い
て

　

・
諸
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

・
職
員
の
年
度
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

・
平
成
31
年
度
各
種
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

　

・
平
成
31
年
度
職
員
給
与
に
つ
い
て

　

・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

平
成
31
年
度　

第
1
回
理
事
会
（
令
和
元
年
5
月
９
日
）

協
議
事
項

　

・
第
56
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

　

・
日
南
町
森
林
組
合
諸
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

・
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

・
森
林
組
合
事
務
所
に
つ
い
て

　

・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

平
成
31
年
度　

第
２
回
理
事
会
（
令
和
元
年
５
月
25
日
）

協
議
事
項

　

・
理
事
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

　

・
役
員
報
酬
の
支
払
方
法
に
つ
い
て

　

・
役
員
研
修
に
つ
い
て

　

・
各
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

・
職
員
夏
季
賞
与
支
給
に
つ
い
て

　

・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

手
数
料

組
合
員
の
方
は
事
業
費
×
15
％
に
な
り
ま

す
。
但
し
、
持
出
補
助
金
は
材
積
当
た
り

３
０
０
円
（
税
別
）
に
な
り
ま
す
。

精
算
時
期
目
安

■
雪
起
こ
し
・
新
植
・
下
刈
り
、
除
伐
、

　

枝
打

　

8
月
・
11
月
・
1
月

■
間
伐
（
搬
出
）

　

8
月
・
10
月
・
1
月

■
持
出
補
助
金

　

8
月
・
11
月
・
2
月

　

右
記
を
精
算
時
期
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

作
業
の
終
了
時
期
、
申
請
件
数
や
降
雪
の

状
況
、
そ
れ
に
伴
い
県
の
検
査
状
況
、
県
・

国
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
精
算
時
期
が

変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

担
当　

森
林
管
理
課

原 木 取 扱 量
単位：ｍ3

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計
平成30年度
平成31年度 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

平成 年度 原木取扱量

平成 年度

平成 年度

原木の規格・原木買取価格は、
木材団地事務所へお問合せください

電話　0859-83-0211

理
事
会
開
催
報
告

令
和
元
年
度

補
助
金
取
扱
手
数
料

及
び
精
算
時
期
に
つ
い
て
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林
業
の
仕
事
歴

6
年
目

こ
の
仕
事
に
入
っ
た
き
っ
か
け

農
業
を
し
て
い
た
が
、
現
社
長
の
誘
い

に
よ
り
冬
仕
事
で
林
業
を
し
た
こ
と

き
っ
か
け
。

高
性
能
林
業
機
械
を
操
作
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
。

仕
事
内
容

間
伐
作
業
全
般
（
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
以
外

は
す
べ
て
）

難
し
い
と
思
う
と
こ
ろ

安
全
性
・
生
産
性
・
山
主
へ
の
還
元
を

3
大
要
素
と
し
て
考
え
て
い
る
。
山
主

の
財
産
を
な
る
べ
く
高
く
売
り
た
い
。

　

日
南
町
森
林
組
合
よ
り
６
名
が
、
平
成
30
年

度
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合
に
は
合
計
９
名
の
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

　

石
川　

孝
志　
　
　
　

矢
田
貝
大
志

　

木
村　

実
次　
　
　
　

増
田　

隆
洋

　

山
根　

隆
男　
　
　
　

藤
原　

孝
志

　

河
上　

洋
生

　

木
下　

正
啓

　

大
塚　

卓
也

　
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
…

　

山
の
施
業
に
関
す
る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者

に
施
業
の
内
容
を
提
示
し
て
施
業
を
お
こ
な
っ

た
り
、集
約
化
を
お
こ
な
っ
た
り
『
お
世
話
役
』

い
わ
ば
山
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
存
在
と
な

り
ま
す
。

山
の
こ
と
な
ら
私
た
ち
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
！

林
業
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う

と
こ
ろ

と
に
か
く
楽
し
い
！
休
み
な
し
で
働
い

て
も
良
い
と
思
う
く
ら
い
。
中
で
も

チ
ェ
ン
ソ
ー
伐
倒
を
す
る
の
が
一
番
楽

し
い
。
ま
た
、
山
主
さ
ん
か
ら
「
良
い

山
に
し
て
く
れ
た
」
と
感
謝
を
頂
い
た

の
も
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
目
標

間
伐
作
業
全
般
の
生
産
性
・
経
費
等
を

分
析
し
、
今
後
の
作
業
へ
活
か
せ
る
ア

プ
リ
を
作
り
た
い
！
現
在
は
、
事
務
所

へ
戻
り
パ
ソ
コ
ン
へ
打
ち
込
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ど
こ

で
も
打
ち
込
み
が
可
能
な
形
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

熱
中
し
て
い
る
こ
と

　

卓
球
、
ス
ノ
ボ
、
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
仕
事
に
活
か
せ
る
よ
う
に
）

ひ
と
こ
と

林
業
の
世
界
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
現

社
長
、
い
ま
ま
で
グ
リ
ー
ン
・
シ
ャ
イ

ン
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！

株式会社グリーン・シャイン
荒金　裕樹さん
（35歳・阿毘縁）

普段、ウエイトトレーニングを行う社内ジム

日
南
町
の
林
業
を
支
え
る
人
々

平
成
30
年
度

　
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認
定
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相談員　　

課長 課長 課長 課長 課長

係長 係長 係長

職員 職員 職員

嘱託 職員

班長 班長 臨時

総務部 事業部

日南町森林組合組織図　　　　　令和元年6月1日現在

総代会

理事会 監事会

代表理事組合長
平田広志

秋末光司
部長　木村実次 部長　石川孝志

総務課 企画管理課 森林計画課 森林管理課 森林整備課

木村実次(兼) )兼(次実村木 石川孝志(兼) 山根隆男 石川孝志(兼)

課長補佐
河田千鶴 藤原孝志 木下正啓 増田隆洋

加里万田伊 河上洋生 大塚卓也

則公本松 毛利裕嗣

近藤熙叶
木材伐出 造林保育

古垣内優子
飯塚展あ 見田勝彦

作業班 試用期間中

山形篤司 末岡直人
小竹俊彰

青戸一也 福岡正純
太田満也 吉川善明

課長補佐

職員

臨時

木村実次(兼)

販売課

課長

矢田貝大志

邦博城山 

守家康太

森林管理課
近藤　熙叶

造林保育作業班
小竹　俊彰

　4 月から森林管理課でお
世話になっています。日々
先輩方にご指導を受けてい
る最中です。1 日でも早く
仕事を覚えて皆様のお役に
立てるように、精一杯頑張っ
ていく所存ですのでどうぞよ
ろしくお願いいたします。

　4 月より造林保育作業班
でお世話になっています。
少しでも早く仕事を覚え、
先輩方に追い付けるよう
日々努力していきたいと思
います。
　よろしくお願いいたします。

新入職員の紹介
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お 知 ら せ
職　員　募　集！

■木材集積場作業員 (正職員、正職員以外 )
　仕事内容：木材の積み降ろし作業、選木機清掃等
　勤務時間：午前８時30分～午後５時まで
・正職員：賃金月給15万～ 18万円、賞与あり、通勤手当あり
・正職員以外 ( 雇用期間の定めあり )：賃金日額８千円まで、賞与なし、通勤手当なし
　仕事に必要な資格 ( フォークリスト、車両系建設機械等 ) については雇用後取得していただきますので
　資格がない方もご応募いただけます。

■作業員
・木材伐出作業員
　仕事内容：チェンソーを使用しての間伐等の伐木、運搬に伴う一連の森林整備作業等
　賃金月額176,000 円～ 250,000 円、賞与あり、通勤手当あり
・造林保育作業員
　仕事内容：山林での苗木植付、下刈り、雪起し、除伐、枝打作業等
　賃金月額176,000 円～ 250,000 円、賞与あり、通勤手当あり

　林業に興味のある方、自然の中で働きたい方、地元でがんばりたい方ご応募お待ちしております！　
　詳しくは日南町森林組合またはハローワークまでお問合せ下さい。
　（ハローワーク根雨　電話０８５９－７２－００６５）

■日南町内に山林を10アール以上所有されている方は組合員の加入が出来ます。詳しくはお問合せください。
■亡くなられた組合員の方の名義の変更がまだの方は森林組合までご連絡いただきますようお願いいたしま
　す。届出用紙をお送りいたします。引越しをされてご住所が変更になられた方も森林組合までご連絡いた
　だきますようお願いいたします。 担当　総務課

組合員の加入、名義変更等について

編集後記　　
令和元年最初のグリーンコミュニティーをお届けいたします。
初めての広報誌作成で何から取り掛かればよいかもわからず戸惑い
ましたが、無事発行することが出来ました。
今後ともよろしくお願いいたします。( 編集員 ) 伊田、藤原、毛利

グリーンコミュニティー　№149
発　　　行　　日南町森林組合
発　行　日　　令和元年 6月
発行責任者　　平田 広志
印　　　刷　　株式会社 高下印刷

組合員数（令和元年5月31日現在）
正組合員数　　 １,507名
准組合員数　　　　　９名


